
図書館－知の世界への門

みなさんは大学にどんなイメージをもっていますか。立場や世代によって、また
国や時代によってもずいぶん違うはずです。21世紀の東アジアの一角に住む若い世
代の、それも大学に行くことのできた者の立場にいることを忘れてはいけないので
しょうね。
どれだけ多くの人が大学に行きたくても行くことができなかったことでしょう。そ
の人たちの思いを重く心に刻みつけておきたいものです。図書館でほこりをかぶっ
て眠っている本を見るたびにそんな思いにとらえられます。書棚の前に立って、本
の背を見て、古い時代の息遣いを呼吸していると、多くの先人が思いを込めて一字
一字書き下ろした姿が彷彿としてきます。そこから思い掛けない世界が開かれてき
ます。
さあ、耳を澄ませてみましょう。当たり前に思えていた世界のすぐそばに思い掛け
ない世界が息づいているのです。その世界を見ることができたら、時にひどく退屈
で、また時に辛くて堪えられないように見えるこの現実が、実はそう色あせたもの
でもない、いやそれどころか、なんと奥行きとニュアンスに富んだ豊かな世界であ
ることかと驚かされるはずです。
今とここを離れて人は生きることはできません。しかし別の時代、別の世界に住む
人々と対話を交わすことはできます。そうすることで今とここを豊かな世界として
取り戻すことができるはずです。そのことこそ学ぶことの意味であると言わなけれ
ばならないでしょう。
知の世界への門はみなさんの前にあります。その門を開く鍵を探してきました。自
分に合った鍵を選んでください。

*別役実：当世商売往来 岩波新書
*天沢退二郎：謎解き・風の又三郎 丸善ライブラリー
*宮本常一：忘れられた日本人 岩波文庫
*小泉八雲：神々の国の首都 講談社学術文庫
*河合雅雄：少年動物誌 福音館文庫
*加藤周一：読書術 岩波現代文庫
*なだいなだ：人間、この非人間的なもの ちくま文庫
*木村敏：心の病理を考える 岩波新書
*川崎洋：ことばの力－しゃべる・聞く・伝える－ 岩波ジュニア新書
*鷲田清一：じぶん・この不思議な存在 講談社現代新書
*竹内敏晴：ことばが劈かれるとき ちくま文庫
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【利用登録】

初めて利用するときは学生証を提示し利用登録をしてください。

学生以外の利用者は所定の用紙に記入して提出してください。LIBRARY CARDを発行します。

登録後は学生証又はLIBRARY CARDを提示するだけで貸出ができます。

【貸出】

＊図書

学生証、又はLIBRARY CARDを資料と一緒に提示してください。

＊雑誌・視聴覚・紙芝居

カウンターにある館外貸出カードに記入し、資料と一緒に提示してください。

◆注意！雑誌の最新号は貸出できません。

！ＢＤＳ（無断持ち出し防止装置）が設置してあります。

貸出処理を行わずに図書を館外に持ち出すと警告ブザーが鳴ります。

【返却】

＊返却期限までにカウンターへお持ちください。

＊閉館時に返却する場合はブックポストに返却してください。

（ブックポストは図書館前と１号館１階エレベーター前に設置されています。）

◆注意！ブックポストへ返却できないもの

⇒視聴覚資料等（ＣＤ、ビデオ）破損の恐れのあるもの、雑誌、紙芝居

！返却期限を過ぎると貸出停止になることがあります。

【予約】

貸出中の図書は予約する事ができます。カウンターに申し込んでください。

【希望図書】

当館に所蔵していないもので読みたい研究・学習用図書がありましたら、カウンターにある所定の

用紙に記入して提出してください。

【相互利用】

当館に所蔵していない資料でも、他館から借用したり、必要部分のコピーを取り寄せたりす

ることができます。カウンターに申し込んでください。（複写料金、送料等は実費負担。）

【コピー】

当館の所蔵資料は著作権法の範囲内で複写することができます。

所定の用紙に記入し、カウンターに提出してから複写してください。（１枚１０円）

◆注意！図書館の資料以外（ノート、プリント等）はコピーできません。

！最新号の雑誌・当日の新聞はコピーできません。

【貸出冊数／期間】
＊学生 ７冊 ／ 2週間
＊教職員 無制限 ／ 1ヶ月

※休暇貸出、卒論・卒研貸出、実習貸出等の
特別貸出があります。詳しくはカウンターへお
尋ねください。

【利用時間】
月～金 9：00 ～ 18：00

土 9：00 ～ 16：30
※礼拝中は閉館です。
※長期休暇中や試験期間等は変更になること
があります。


